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科目基礎情報

グラフィックデザイン科 前期

学習目的

この科目では、多くの絵本との出会い、２冊の絵本製作を通して、ストーリーの立案や構成力・製本技術・プレゼン能力を習得することを目的とす

る。表現力の向上・読者を意識し客観的に自分の作品を見る洞察力を養い、制作を計画的に進めていくスケジューリング力や、イメージを形にしてい

くために他者に意図を伝達するコミュニケーション力など、絵本作家として仕事をする上で必要な実践力を身につける。

到達目標

この科目では、絵本作家に必要なスキルとして以下のことを目標としている。ストーリーの種となるアイデアを膨らませ、ひとつの物語として構成で

きること。２冊の絵本を完成させること。教員、学生間でコミュニケーションをとりながら制作できること。提出期限を厳守し、完成した絵本につい

て明確に説明できること。

3年次 選択 120

4単位 実習

参考作品・参考資料等は、授業中に配布、掲示する。

担当教員情報

井上奈奈 実務経験の有無・職種 有・絵本作家

教育方法等

この授業では、毎回簡単なワークショップを行いいつもと違う表現にチャレンジしてみる。形にしてまとめることを体験する。課題の制

作過程にて積極的に発案・相談をすることで完成度の高い作品を目指し、コミュニケーション能力を身につける。自己のイメージを一冊の

絵本として表現することを楽しみながら絵本製作を目指す。

絵本制作①/ラフ本制作 前半　既存の物語を使ってラフ本制作を学ぶ　　後半　制作する絵本のあらすじ制作→発表

評

価

方

法

備　　考

制作物の発表方法、内容について評価する

提出課題完成度を総合的に評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

　この授業では、絵本はそれなりのボリュームの伴うものであるが、時間がかかっても最後までまとめて提出することを目指す。絵コンテ

や原画制作及び製本の実作業、などすべてのプロセスを重視する。授業時数の４分の３以上出席しない者は課題提出とプレゼンテーション

の実施ならびに評価を受けることができない。

授業計画（１回～１５回）　1回（      ）時間　※45分を1時間とする

授業内容 各回の到達目標

授業オリエンテーション 絵本を知る　自己紹介を兼ねた絵本紹介　絵本の交換会

絵本制作①/物語制作 前半→物語を制作（随時個人面談）　後半→発表（朗読）

絵本制作①/ラフ本制作 前半→ラフ本制作→（随時個人面談）　　　後半→発表→講評

絵本制作①/本番制作 前半/後半→ラフ本制作（随時個人面談　OKが出たひとから本番に）

絵本制作①/本番制作 前半　ラフ本全員完成→（随時個人面談）　　後半　本番制作

絵本制作①/本番制作 前半　本番制作　　後半　途中経過報告→講評（随時個人面談）

絵本制作①/本番　表紙制作 本番制作（随時個人面談）

絵本制作①/製本作業 製本作業

絵本制作① プレゼン→講評

絵本制作②/物語制作 言葉のない絵本を知る　言葉の短い絵本を知る　絵本の交換会

講評 プレゼン→講評

絵本制作②/ラフ本制作 前半→制作する絵本の物語制作　後半→物語発表

絵本制作②/本番制作 （随時個人面談）OKが出た人から本番制作

絵本制作②/本番制作 本番制作


